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貧困の連鎖─教育力に欠ける家庭で、子どもたちはどう成長したか─
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　進路についてその子が知っている範囲のことにプラ
ス一点、情報を増やす。メンバーが固定したところで
交流会、料理教室やクリスマス会を開く。
⑤　勉強会のスタッフはけっしていばらない。子どもた
ちと対等な立場で接する
　退職教員でもよいが「先生」の意識で教えない。「先
生」の呼び方は勉強会では一切使わないこと、学力不
振、不登校の子どもたちは「先生」の言葉に恐怖心を
抱くことが多い。
　（「先生」意識がなければ高齢の私でも中学生に受け
入れてもらえている）
⑥　個々のスタッフ（ボランティア等）と子どものメー
ルの交換は禁止のこと
　個々のスタッフは子どもから話がない限り、家庭事
情を聞いてはいけない。階層格差を感じさせること（学
生がマイカーで勉強会会場に来るなど）がないように
努めること。通ってくる子どもの写真は撮ってはなら
ない。新聞等の取材でも子どもが判明できる写真は断
ること。
⑦　「学習支援」を営利目的にしない。ボランティアに徹
する
　勉強会は、家庭環境による勉強の遅れをとりもどし、
将来の社会生活に必要な知識と生きる力を獲得してい
くためのものであり、学習塾とは異なる。したがって、
経費を集めてはならない。問題集、参考書等の経費は
市民・自治体の職員からの寄付の範囲とすること。
江戸川区の中三勉強会においても、八千代市の若者ゼ
ミナールにおいても、この子らが集まる中で、当初の行
政の心配は非行のたまり場にならないかなど深刻であっ
たが、参加してきた子どもの問題行動は25年間、４年間
をとおして一度もなかった。それは、これらの中学生一
人ひとりにとって勉強会は一番安心できる貴重な居場所
となっていることにある。
もちろん、勉強会のスタッフが十分に気をつけている
ことでもあり、各家庭に無事に帰ったかを確かめること
も欠かせないことである。とともに、勉強会に来る中学
生が「自分は勉強ができない、このまま社会にでたらど
うしょう」と強い不安を持っていて、このままでは社会
にでられないことを子どもたち自身がよく知っているか
らである。それゆえに子どもたちは勉強会の場所を大切
にしている。
これらの勉強会は、国の補助事業の対象として、生活
保護世帯、母子父子世帯等対象の制限をしているが、そ
れは営利目的の場と異なる子どもの居場所づくりとして、
やむをえないことである。さらに、これらのことを自治
体等の「公」が行うことによって、親にとっても、子ど
も自身にとっても、安心して通える場になっていること
に特徴がある。
八千代市で当初「子ども支援者養成講座」を開いて、
一般市民から学習ボランティアを募った。そのうちの一
名は、熱心ではあったが、たった数回来ただけで、勉強
会に来ている子どもの話を市内の自分の職場で話してし
まった。「ボランティアとしていいことをしている、その
ことを話したい」という思いもあったと思われる。なに
よりも、プライバシーの保護が求められる子どもたちで
ある。これらの学習支援を試みられる方はこのことが鉄
則であることを承知しておいてほしい。若者ゼミナール
はその後、地元の大学の学生が学生スタッフとして中学
生と対峙している。
八. 異文化の中で育つ子どもたちが参加してきて
これらの勉強会には、最近新たな課題をかかえた中学
生が増えている。グローバル化と言われる日本企業のア
ジア諸国進出による国際結婚や中南アメリカからの日系
人二世・三世の帰国、中国残留孤児の二世・三世の帰国
など、子ども世界もグローバル化が進行してきている。
日本に来る前後に子どもが生まれ、その後に日本人の父
親と別れて母子世帯になった世帯で、日本に帰化して年
数がたっていないため、母親の多くは、日本語の習得も
十分でなく、日本での生活習慣もわからない。子どもの
勉強の進み方もわからず、とうてい子どもの勉強への助
言ができず、進路についての相談相手になれないなどの
悩みを抱えている。
この勉強会はそうした異文化を共有する家庭の子ども
たちが通う場ともなってきた。市内の異文化の中で育つ
子どもの多くが、この若者ゼミナールには参加してきて
いる。ちなみに、この市の生活保護受給母子世帯は約100
世帯であるが、生活保護受給母子世帯の約1/4が異文化
で育った母親たちである。母親のふるさとは、タイ、べ
トナム、中国、フィリピン、ペルー、メキシコなど多様
である。異文化で育った母親の生活保護受給母子世帯の
比率が高いのは、異文化で育ち、まだ日本語がマスター
できていない中で離婚して子育てしている母親の「就労」
はより困難なためである。
異文化の中で育つ子どもたちの多くが、ちょっとした
疑問を持っても、その場では聞く人がいない。学習支援
のスタッフには、身近に疑問を聞く人のいないこれらの
中学生も受け入れて、個別指導に取り組むことが新しい
課題として求められるようになった。各地の中学生勉強
会は、これらの子どもたちが貧困の連鎖に陥ることがな
いように積極的にウイングを広げていく必要がある。
